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2024年度 特別区Ⅰ類本試験（教養試験） 講評 
  

№ 科目 出題内容 正解 正答率※ 講評 

１ 文章理解 

(現代文) 
要旨把握 2 Ｂ 【文章理解】 例年通り，主旨把握３題，文章整序１題，空欄補充１題の計５題の出題であった。No.４の整序問題は選択

肢の絞り込みの助けとなる接続語が多く容易であったが、それ以外の問題は例年と比較して難易度が上がっており、苦戦を

強いられた受験生が多かったと思われる。 

【英文理解】 近年は内容把握２題，空欄補充１題，文章整序１題であったが，昨年からは文章整序がなくなり，代わり

にことわざ，慣用句が出題されている。英語の慣用句の知識があれば時間をかけることなく正解できる問題である。ただし，

昨年同様英語の慣用句の知識がなくとも，四字熟語の知識と選択肢の慣用句の直訳・類推で解ける問題であった。 

【判断推理／数的推理】 判断推理：昨年同様５題で、問題によって難易度が異なる。No.10は、総当たり戦を２回行

うという設定でその分、勝負がついた試合、引き分けとなった試合を整理するのが少しハードであったかもしれない。

No.11の暗号の問題は昨年より易化し、「緑色」「赤色」を英語表記にして対応関係を調べると、５×５（ローマ数字（Ⅰ

～Ⅴ）、ひらがな（あ～お））の対応表の中にアルファベットを順番に並べることができる。暗号の単元を学習する際に、

例題で取り上げられるようなタイプの問題であったため、半数以上の受験生が正解していた。No.12は、５人全員が寿

司屋に行く意見でまとまった最終結果から逆算して、３回目、２回目、１回目の調整前の時点での寿司屋に行きたい者

と焼肉屋に行きたい者を整理すれば、肢１の内容と合致する。No.13は、肢５を想定正解として作られたと思われるが、

条件から考えられる投票パターンの人物（Ｂのみに投票した人、Ｃのみに投票した人、ＡとＢに投票した人）が確実に

いたとは判断できないため、正解肢なしの不適切な出題となった。なお、試験後に、特別区人事委員会より没問である

ことが発表された。No.14は、「１を出したら確実に負け」、「７を出したら確実に勝ち」といったゲームの性質に気づき、

問題文で与えられた条件とこの性質を上手く活用する必要がある。加えて、7回目でＡが出せるカード（３，５，７）

によって場合分けをした上で、１回目、３回目、５回目と４回目、６回目で２人が出せるカードの組合せが入れかわる

可能性も考慮しながら推測しなければならないことから、正答率は３割台と低かった。 

数的推理：昨年同様６題で、昨年同様平易であった。No.15は、Ａ駅からの所要時間の表と「両隣の駅までの所要時間

が２分又は３分」という条件から、両隣になる駅のペアを考えた上で経路図を描ければ、正解肢を選びやすい。No.16

は、△ＡＯＤと扇形ＯＢＤを合体させた図形から△ＡＯＣと扇形ＯＢＣを除けば、求める図形の面積を得られるが、△

ＡＯＣの面積を求める際に円周角や相似の性質をうまく使えるかがポイントになる。No.17は、どの選択肢も問題ない

ようにみえるが、乗車定員が自然数でなければならず、その56％が選択肢のうちいずれかであるから、各選択肢の値を

0.56で割ったときに自然数になるものを選べればよい。No.18は、条件から先頭の選手、Ａ、Ｂの速さの比と、先頭の

選手がゴールに到着した時のＢの位置がわかれば、ＢやＡの具体的な速さを計算で求めることができ、Ａがゴールまで

に要した時間を導出できる。No.19 は、2018 年以降２年毎に出題されている流水算の問題であり、「過去問解きまくり

①『数的推理・資料解釈』」問題 86 で流水算の対策をしていた受験生は、解けたのではないだろうか。なお、問題 86

は2020年の特別区で出題されたもので、「Ａのエンジンが停止する」、「Ａの速さがＢの1.5倍」など、No.19の問題設

定と共通している部分が多い。No.20は、「過去問解きまくり①『数的推理・資料解釈』」問題30に類題があり、こちら

もしっかり対策をした受験生は正解できたであろう。 

【資料解釈】 昨年同様４題で、昨年同様平易であり、必要に応じて工夫しながら計算することで、選択肢の検討もし

やすい内容となっていた。また、正解肢によってはより短時間で捌くことができる問題があり、No.22とNo.23は正解

が肢１であったため、選択肢の順番どおりに検討した場合、想定よりも短い時間でできた受験生が多くいた印象を受け

る。No.24も正解が肢３であったものの、肢１と肢２で概数に直して計算をする、肢３で分子・分母の値だけをみて分

数の大小比較をすれば、処理時間を短縮できたのではないかと思われる。一方、No.21は正解が肢４であったため、選

択肢の順番どおりに検討すると短時間で解けない可能性がある。特に、肢１は各年度の「国民医療費の合計に占める薬

局調剤の国民医療費の割合」が僅差であり、正確に計算することが求められるので、その分時間がかかってしまう。No.21

で時間をかけた分を、No.22からNo.24の３題でどれだけ時間を短縮して取り組めるかがポイントである。 

【空間把握】 昨年同様４題で、昨年度と同様標準的で、かつ「地上教養マスター数的処理」の受講及び復習、「過去

問解きまくり②『判断推理・図形』」の問題演習で基本事項を抑えていた受験生は、解ける問題が多かったのではない

かと思われる。No.25は一筆書きの条件（奇点の数が０個か２個）を満たす状態に作れるかを、長さが小さい肢１から

順番に検討していくとよい。すると、肢２の８㎝（具体的には２㎝の太線を４本）を消去すれば一筆書きが可能な状態

を作れる。No.26は６枚と８枚の入場券のカタマリに分けるには、それぞれのカタマリに１，７，８，14の番号が記載

された入場券のうち最低１枚が含まれていればよいことに気づき、それを満たすカタマリを抽出すれば正解肢を選ぶこ

とができる。No.27は「Ｋマスター数的処理」の「03－04 図形の分割・構成」例題５のように、立体（No.27では直方

体）を１段ずつに分けて、点Ａと点Ｂを通る直線の経路を整理すれば、直線が貫く立方体の数を求めることができる。

No.28の毎年恒例の軌跡の問題は、図形を２周させたときの動点の位置を考えるものであったものの、最初の状態から

ちょうど１周させるまでの動点の軌跡から、その後も同様の動点の移動が行われると考え、２周するまでの動点の軌跡

及び２周した時点での動点の位置を求めることができる。 

【社会科学】 法学からは国際法、政治からは国際連盟または国際連合、経済から国際経済体制の変遷、社会から公害防

止または環境保全が出題され、例年どおり４問である。国際法、国際連盟または国際連合、国際経済体制の変遷の３問につ

いては，社会科学の出題としてはオーソドックスな問題なので是非正解しておきたい。公害防止または環境保全については、

時事の知識や一般常識の範囲でも選択肢が絞り込める問題である。いずれも基本レベルから標準レベルの問題なので，４問

中３問は正解しておきたい。 

【人文科学】 例年通り、思想、日本史、世界史、地理からの出題である。思想は形式が従来と異なり、思想家とその著

作の組合せであった。作問した側は思想内容を知らなくても解ける＝簡単にしたつもりかもしれないが、代表的な著作1冊

ならともかく、２冊を判断するのは難しい。日本史も室町文化ということで、正解は観阿弥と世阿弥なので、選んで欲しい

ところであったが、義政＝銀閣＝書院造のキーワードで肢５を選んだ人が多かったのが残念。時間がない中でも一言一句よ

く問題文を読むことが大切である。世界史はフランス革命からの出題であったが、肢５の正解肢が、クーデタで総裁政府を

倒し、と句読点が入っており、皇帝に即位すると、がイコールとして記述されていないところを他の選択肢の正誤と合わせ

て判断するのが難しかったと思われる。地理は世界地図からの出題で、おそらくここ 15 年は公務員試験として出題されな

かったホモロサイン図法（グード図法）であったことから、テキストにも「解きまくり」にも掲載がなく、選択しないでい

ただいた方がよかったと思う。 

【社会事情】 社会事情からは例年どおり４問の出題で、Ｇ７広島サミット、デフレ完全脱却のための総合経済対策、物

流革新緊急パッケージ、カンヌ国際映画祭である。これらのうち、Ｇ７広島サミットは、時事としては頻出テーマといえる

ので是非得点源としておきたい。デフレ完全脱却のための総合経済対策と物流革新緊急パッケージは、準備ができていた者

にとっては、平易な問題だったといえる。カンヌ国際映画祭は、題材としては珍しいが、日頃から社会の動向に注意をして

いれば平易な問題といえる。いずれの問題も基本レベルから標準レベル問題なので，４問中３問は正解しておきたい。 

【自然科学】 2022年、2023年は一部を除き、典型的なテーマからの出題であったが、今年度は、従来の特別区であ

まり問われてこなかった単元からの出題も多く、2021年のような全体的に盲点事項を問うほどの難しさではないが、細

かめの知識が問われる選択肢が多かったため、例年よりも取り組みにくかったと思われる。 

物理：2022年は、2015年以来の正誤を問う問題も見られたが、昨年度に引き続き、２問とも計算問題であった。No.41

の熱量の保存の計算問題は、2018年でも問われた典型的な問題であり、Ｋマスターの例題２が類題となる頻出単元であ

るから、過去問演習の重要性を再認識したい。しっかりと学習した受験生は確実にできたと思われる。No.42のコイル
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３ 要旨把握 5 Ｂ 
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６ 文章理解 

(英文) 
内容把握 2 Ｂ 

７ 内容把握 2 Ａ 

８ 空欄補充 4 Ｂ 

９ ことわざ 1 Ｃ 

10 判断推理／ 

数的推理 
試合 5 Ｃ 

11 暗号 5 Ｂ 

12 推理 1 Ａ 

13 論理(ベン図・その他) 正答なし － 

14 推理 2 Ｃ 

15 最大・最小 4 Ｂ 

16 平面図形の計量 3 Ｂ 

17 比・割合 4 Ｂ 

18 速さ 3 Ａ 

19 速さ 5 Ｃ 

20 比・割合 3 Ｂ 

21 資料解釈 表(実数・構成比) 4 Ａ 

22 表(増減率) 1 Ｃ 

23 グラフ(実数) 1 Ｂ 

24 グラフ(構成比) 3 Ｂ 

25 空間把握 平面図形の分割・構成 2 Ｃ 

26 平面図形の分割・構成 1 Ｃ 

27 立体図形の分割・構成 2 Ｃ 

28 軌跡 5 Ｃ 

29 社会科学 国際法 1 Ａ 

30 公害防止または環境保全 4 Ｂ 

31 国際連盟または国際連合 3 Ｂ 

32 国際経済体制の変遷 3 Ｃ 

33 人文科学 実存主義者とその著作 3 Ｃ 

34 室町文化 2 Ｃ 

35 フランス革命とナポレオン 5 Ｃ 

36 地図の図法 3 Ｃ 

37 社会事情 Ｇ７広島サミット 3 Ｃ 

38 デフレ完全脱却のための総合経済対策 5 Ｃ 

39 物流革新緊急パッケージ 1 Ｂ 

40 第 76 回カンヌ国際映画祭 2 Ｃ 

41 自然科学 熱量の保存 3 Ｂ 

42 コイルの磁気エネルギー 2 Ｃ 

43 芳香族化合物の名称 3 Ａ 

44 物質の状態 4 Ｂ 

45 生物の科学史 4 Ｃ 

46 動物の行動 5 Ａ 

47 恒星の誕生と進化 1 Ｃ 

48 先カンブリア時代 1 Ｃ 
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の磁気エネルギーは、理系でないと学習していない内容であり、他の試験種ではほぼ出題がないため、知らない受験生

がほとんどであったと思われる。 

化学：No.43の芳香族化合物の名称は、高等学校のとき理系で有機化学まで学習していると基礎的な内容であるが、な

かなか取り組まないテーマであり、名称を知っているかいないかであった。No.44の物質の状態は、通常学習するより

も深い知識が問われていたため、未知のことがあったかもしれない。 

生物：No.45の生物の科学史は、生物学者の名称と実績の組み合わせが問われる分野横断的な出題であり、正解である

岡崎フラグメントは、未知の受験生が多かったと思われるため、正答率も伸び悩んだ。No.46の動物の行動は、特別区

ではあまり問われてこなかったテーマであり、やや細かめな内容も問われていたため、盲点事項となっていたかもしれ

ない。 

地学：No.47 は恒星の誕生と進化は、2010 年に出題されたときよりも、深く細かめな知識も問われていた。なお、16

年連続で宇宙分野からの出題が続いている。No.48の先カンブリア時代は、特別区では初めての出題であり、単なる用

語の暗記ではなく、しっかりと意味を理解していないと正解は選びにくかったと思われるため、正答率も伸び悩んだ。 

※ 正答率（Ａ：60％以上，Ｂ：40％以上60％未満，Ｃ：40％未満）は，ＬＥＣ公務員試験 受験生応援企画『本試験無料成績診断』のデータ（ 5/1 14:00時点）に基づいて算出して

います。本成績診断のご利用方法等の詳細は，ＬＥＣ公務員Webサイトの専用ページ（https://www.lec-jp.com/koumuin/juken/seiseki/）にてご案内しています。 


